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会議録 

会議の名称 男女平等参画推進委員会 平成23年度 第8回 

開催日時 平成23年4月13日（水曜日） 午後7時から9時まで 

開催場所 田無庁舎1階 102会議室 

出席者 

出席：白松委員、名古屋委員、渡辺委員、大野委員、高橋委員、蓮見委

員、石田委員、今井委員、小野委員 

（欠席：藤原委員、冨永委員） 

事務局：浜名課長、藤巻係長、貫井主任 

議題 

1 第7回男女平等参画推進委員会会議録の承認について 

2 男女平等推進センター パリテの事業報告について 

3 平成21年度男女平等参画推進計画各課実績評価（全体）について 

4 その他 

会議資料の

名称 

1 第7回西東京市男女平等参画推進委員会会議録（案） 

2 第2次男女平等参画推進計画実績評価報告書（平成21年度）（案） 

3 内閣府第3次男女共同参画基本計画 

4 災害時における女性のニーズ調査 なぜ防災・災害復興に女性の視点

が必要か（中央防災会議地方都市における地震防災のあり方に関する専

門調査会第6回資料より） 

5 平成23年東北地方太平洋沖地震に際しての女性や子育てのニーズを踏

まえた被災者支援等について 

記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録

会議内容 

（開会） 

○委員長： 

定刻になったので、第8回男女平等参画推進委員会を開催する。 

 

○委員長： 

前委員会の2日後の3月11日に、東日本大震災があった。被災された方々に心よりお見

舞い申し上げる。支援のあり方、避難所における女性たちの情報が、入ってきている。 

 

1 第7回男女平等参画推進委員会会議録の承認について 

○委員長： 

第7回男女平等参画推進委員会会議録について、訂正等何かあるか。 

 

○委員長： 

発言者の名前を削除していただいた後、第7回男女平等参画推進委員会会議録を承認
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とする。 

 

○各委員： 

異議なし。 

 

2 男女平等推進センター パリテの事業報告について 

○事務局： 

開催予定であった講座3月12日（土曜日）「生活の中に男女平等を根づかせるため

に」および、3月26日（土曜日）「企画運営委員の報告と懇談の集い」を、大震災によ

り中止とさせていただいた。平成23年度に再度開催することが、企画運営委員会で提案

されている。 

 

・資料について  

○委員長： 

資料について説明をお願いする。 

 

○事務局： 

1．内閣府第3次男女共同参画基本計画、2．震災後内閣府男女共同参画局からの通知

（平成23年3月16日付、および平成23年4月4日付）について、物資、避難所の設計、女

性に対する暴力防止措置、女性相談窓口の周知等の配慮の要請が、内閣府から通知があ

った。3．震災直前の平成23年3月1日に開催された中央防災会議の資料の一部を、男女

共同参画と防災・災害復興関係の参考に資料とした。 

 

○委員： 

中央防災会議の女性の比率はどうなるか。 

 

○事務局： 

確認する。 

 

・スケジュールについて  

○事務局： 

スケジュール（案）について説明する。6月から年間6回の委員会を予定している。11

月に「部課長研修会」、3月に「企画運営委員との意見交換会」が予定にある。また2月

に開催予定の「パリテまつり」を加筆いただきたい。 

 

○委員長： 

何か質問はあるか。 

 

・ヒヤリングについて 

○委員： 

スケジュール（案）にある6月～8月のヒヤリングとは何か。 

 

○事務局： 
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各課の実績を評価するに当たり、委員の皆様が紙ベースの他に直接各担当課に内容を

確認していただくためのものである。方法として、各領域（グループ）であらかじめ都

合の良い日を示していただき、事務局が各課と日程、場所を調整する。 

 

・企画運営委員会との意見交換会について 

○委員長： 

3月に予定の「企画運営委員との意見交換会」について、平成23年度はもう少し早目

に開催いただきたいがいかがか。 

 

○事務局： 

企画運営委員会に提案する。 

 

○委員： 

質問がある。「企画運営委員との意見交換会」について、いままで委員会間の直接的

な意見交換会がなかったのは、理由があるのか。 

 

○委員長： 

諮問の内容にパリテの活性化がある。「企画運営委員との意見交換会」がパリテの活

性化につながる。 

 

○事務局： 

今年は「部課長研修会（意見交換会）」と「企画運営委員との意見交換会」の2回開

催するのは予算的にも厳しいので、「企画運営委員との意見交換会」をこの委員会とし

て実施するように調整するが、いかがか。 

 

○各委員： 

意義なし。 

 

・評価基準ABCDの協議の時期について 

○委員： 

6月から「平成22年度男女平等参画推進計画各課実績評価」について協議が始まる

が、「評価基準ABCD」についての協議も6月からとなるか。 

 

○委員長： 

そのとおりである。 

 

・その他スケジュール内容について 

○委員： 

庁内向けの「平成22年度男女平等参画推進計画各課実績評価」だけではなく、市民全

体（家庭・企業）への推進がもっと必要ではないか。 

 

○委員長： 

「企画運営委員との意見交換会」等、パリテの活性化を充実させれば、スケジュール
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がいっぱいになるのではないか。 

 

○委員： 

この委員会の役割として、男女平等推進について市が取り組むべき重点的な内容を、

助言し示すことも含まれているのではないか。去年と同じに実績評価だけではいかがか

と思う。 

 

○委員長： 

それについては、この委員会で合意すれば市長への提言もできる。そのような委員会

であって欲しい。また、それが評価のなかに含まれていると理解する。 

 

○委員： 

6月から行うのは、実績評価の項目の整理と「評価基準ABCD」の評価定義についての

協議ではないか。 

 

○委員長： 

協議の内容については、次回会議で行う。スケジュールについては、以上とする。 

 

3 平成21年度男女平等参画推進計画各課実績評価（全体）について 

○委員長： 

平成21年度男女平等参画推進計画各課実績評価（全体）は、協議が終了している。今

日は追加、修正箇所（1ページ始めに、2～5ページ領域別評価、6ページこれからの課

題、8ページグラフ）について協議をする。何かあるか。 

 

○委員： 

この報告書は、市民には開示されるのか。 

 

○事務局： 

その通りである。 

 

・1ページ始めにについて 

○委員： 

「18年度の評価基準…上記の評価基準に沿ぐわない項目の在り方の改正…」の表現だ

と、現在の評価基準を肯定している。「具体的な事業または取り組み計画の見直しや、

それに対する評価基準の改正…」が良い。「施策の内容」は、大きな柱になる。「具体

的な事業または取り組み計画」「主な取り組み計画」の見直しをしないと、評価がしに

くく、そこを含めてこの2行を表現したらいかがか。 

 

・2～5ページ領域別評価について 

○委員長： 

いかがか。 

 

○各委員： 
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なし。 

 

・6ページこれからの課題について 

○委員： 

「東日本大地震」を「東日本大震災」に訂正願う。 

 

・8ページグラフについて 

○委員： 

5年間の途中で評価基準を変えると、「評価D」が増えるなどグラフの推移に整合性が

なくなるのではないか。 

 

○委員長： 

今後、「評価D」がなくなり、ABC評価の内容がどうなるかが基準になると予想する。 

 

○委員： 

評価基準を見直したことを、21年度に注釈にいれるのはいかがか。 

 

○委員： 

年々、進化している現れである。評価を繰り返す中で、目標に近づく。しかしさらに

推進して行くため、項目の修正、基準等手直しは必要である。委員の意見のとおり、注

釈をいれるのがよい。 

 

○委員： 

ただ、全部「評価A」になればよいということではないはず。そこでは中身を改善し

たり、ボリュームが増えたりすると思う。 

 

○委員： 

単純に考えてよいのではないか。これを5年間の推移でみるのであれば、「評価A」

「評価B」「評価C」は言い換えれば、「良い」「普通」「悪い」である。だから表現を

変えても、内容は変わらない。ノーアンサーになる「評価D」が入っているのでおかし

い。評価出来ないような評価項目を整理すべきである。よって、5年間のグラフの推移

はあってよい。 

 

○委員長： 

では、8ページグラフは今回そのまま使用することとする。 

 

○各委員： 

異議なし。 

 

○委員長： 

グラフの絵が、数値と合致していない。誤解を生む。 

 

○事務局： 
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立体的なグラフなのでこうなる。平面に変えれば合う。 

 

○各委員： 

平面がよい。 

 

○委員長： 

では平面グラフに変更いただく。 

 

○委員： 

グラフでは年度毎に（個数）とあるが、前の文章に合わせるのであれば、（事業数）

になるのではないか。 

 

○委員長： 

領域別評価では（事業数）になっているので、（事業数）に合わせていただきたい。 

 

○各委員： 

異議なし。 

 

○委員： 

8ページの下のグラフで「学び」「家庭」「働く場」があるが、家庭も「家庭生活」

にするのがよい。 

 

○事務局： 

そのようにする。 

 

・その他訂正について 

○副委員長： 

7ページ資料目次の「2.平成21年度男女平等参画推進計画実績評価報告」と20ページ

の表現が違うが、どちらになるか。 

 

○事務局： 

7ページ資料目次の表現に合わせる。 

 

・各課実績評価の提出について 

○委員長： 

全体確認をした本日付で事務局より市長に提出する。 

 

○委員長： 

それでは他の誤字脱字については、事務局へ4月17日までにメールしていただきた

い。 

 

○委員長： 

訂正後の確認は、委員長、副委員長の一任で決定してよろしいか。 
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○各委員： 

異議なし。 

 

4 その他 

○委員長： 

次回委員会は、平成23年6月8日田無庁舎1階102会議室で午後7時からとする。  

以上、閉会とする。 

 

 

 


